
有効求人倍率の推移（季節調整値）

職業紹介主要指標

25年 8月 25年 7月
前月比
（差）

24年 8月
前年同月比

（差）

１． 5,738 6,173 ▲ 7.0 6,435 ▲ 10.8

２． 24,824 25,934 ▲ 4.3 27,139 ▲ 8.5

３． 7,181 8,185 ▲ 12.3 7,230 ▲ 0.7

４． 18,858 19,036 ▲ 0.9 18,577 1.5

５． 9,592 10,921 ▲ 12.2 11,424 ▲ 16.0

６． 2,454 2,851 ▲ 13.9 2,522 ▲ 2.7

７． 2,366 2,708 ▲ 12.6 2,398 ▲ 1.3

0.79 0.80 ▲ 0.01 0.72 0.07

0.76 0.73 0.03 0.68 0.08

９．就職率 (％) 42.8 46.2 ▲ 3.4 39.2 3.6

10．充足率 (％) 32.9 33.1 ▲ 0.2 33.2 ▲ 0.3

11． 2,152 2,250 ▲ 4.4 2,242 ▲ 4.0

12． 10,413 10,786 ▲ 3.5 11,125 ▲ 6.4
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12． 10,413 10,786 ▲ 3.5 11,125 ▲ 6.4

13． 3,431 3,849 ▲ 10.9 3,853 ▲ 11.0

14． 853 988 ▲ 13.7 808 5.6

15．就職率 (％) 39.6 43.9 ▲ 4.3 36.0 3.6

16． 20,238 20,243 ▲ 0.0 19,971 1.3

17． 278,239 278,171 0.0 275,146 1.1

18． 1,621 1,727 ▲ 6.1 1,742 ▲ 6.9

19． 1,456 1,543 ▲ 5.6 1,610 ▲ 9.6

20． 6,473 6,806 ▲ 4.9 7,419 ▲ 12.8

21． 724,474 789,191 ▲ 8.2 864,313 ▲ 16.2

8月の雇用の動き
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本県の労働市場における有効求人倍率（季節調整値）は、有効求職者数（同）が前月比1.1％減少し、有効求人数（同）も前月比
2.5％減少したことから、前月より0.01ポイント下回り0.79倍となった。なお、前年同月比は、0.11ポイント上昇し42か月連続の上昇と
なっている。

新規求職者数（原数値）は、前年同月比で再び減少となった。なお、有効求職者数（原数値）は、前年同月比で29か月連続の減

少となっている。新規常用求職者（パートを除く）を求職時の態様別にみると、前年同月比で在職者が0.3％（4人）増、離職者が

16.1％（486人）減、無業者が3.4％（13人）減、となった。なお、離職者のうち事業主都合離職者も25.0％（227人）と7か月連続の減

少となっている。また、“パートを除く常用求職者”を10歳刻みの年齢階層別（6区分）にみると、24歳以下が12.3％(90人)減、25～

34歳が16.1％(210人)減 、35～44歳が8.4％(88人)減、45～54歳が7.4％(55人)減、55歳～64歳が8.6％(54人)減、65歳以上が

2.1％(2人)増で、全体では10.9％(495人)減となっている。常用求職者を職業別にみると、「専門的・技術的職業」が12.8％（103人）

減、「事務的職業」が5.3％(75人)減、「販売の職業」が16.3％（108人）減、「サービスの職業」が5.9％（54人）増、「農林漁業」が

0.9％（1人）増、「生産工程の職業」が9.7％（58人）減、「輸送・機械運転の職業」が26.9％（74人）減、「建設・採掘の職業」が10.7％

（20人）減、 「運搬・清掃の職業」が4.0％（23人）減となった。
一方、新規求人数（原数値）は、前年同月比で0.7％（49人）減少となった。また、有効求人数（原数値）は、前年同月比で1.5％

（281人）の増加となっている。新規求人数を産業別にみると、前年同月比で、サービス業（他に分類されないもの）が185人（28.7%）
増、学術研究、専門・技術サービス業が120人（67.4%）増、建設業が41人（8.3%）増等（18産業中11産業で増加）となり、医療・福祉
が267人（13.7％）減、卸売・小売業が137人（10.3％）減、製造業が49人（6.3％）減等（18産業中 7産業で減少）となったことから、
全体で49人（0.7％）の減少となった。

職業紹介状況は、紹介件数が1,832人（16.0％）減の9,592件となり、就職件数は68人（2.7％）減の2,454件となった。 うち、パー

トの紹介件数は362人（12.8％）減の2,473件となり、就職件数は12人（1.6％）減の748件となった。 就職率（対新規求職者）は、3.6

ポイント上回って42.8％となった。

職業紹介状況は、紹介件数が1,832人（16.0％）減の9,592件となり、就職件数は68人（2.7％）減の2,454件となった。 うち、パー

トの紹介件数は362人（12.8％）減の2,473件となり、就職件数は12人（1.6％）減の748件となった。 就職率（対新規求職者）は、3.6

ポイント上回って42.8％となった。

雇用失業情勢は、持ち直しの動きに足踏みがみられる。


